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第5厨宇i宙開発委員会定例会議議事要旨　　亀

∠　日　時　　昭和，4：6年4月ノ4日（水，

　　　　　　　午後2時～4時　　　．　，一・

　　！

2場所　字宙開発委員会会議室

3畿題儲ス・トアﾔ謝醐告にう呼
　　　　　　　働長期ビグゴ壌談会の灘について

　　　　　　　（3）’その他

　　　　　　　　　’徴　配布資科

　　　5一！　　第4回定例会繭議事録

　　　5－2　　ポストァポ亡懇談会中間報告

　　　5－3蜘ビ殉ン轍会9灘について／

　　　5－4　当面の宇宙開発委員会の活動について

　　出席者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　委負　　　，山県昌イ夫、
　　　　　〃　　　　　　　　　　　，網　島・ゼ’毅　『、

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　大、野　勝　三

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　吉　識、雅　夫

　　　関係各省庁職員等

　　　　科学技術庁研究調整局長　　　　石　川　晃　夫
　　　　科学技術庁宇宙開発参事官　　　／市　瀬　海雄’／

　　　　罐難羅参騎冨騰薫由）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（代理：撫佐）．

　　　　通商産業省工業技術院総務部長　黒　部　　　穣
　　　　　　　、　　　　　　　　　　／．．　（代理：相馬，

　　　文部省大学学術局審議官　　　　渋

　　　気象庁総務部長　　　　　　　　　上

　　　　海上保安庁総務部長、　　　　　’提

　　　郵政省電波肇理局審議官　　　　太

　　　建設大臣官房技術参事官　　　　　増

　　　郵政省電波監理局無績通信部長　　六

　　事　務　局
　　　　科学技爾庁宇宙企画課長　　　　　園

　　オブザーバー．’

　　　　宇宙開発事納団システム計画部　　斎

　　　　東大宇宙航空技術研究所菜務課　　秋
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第4：回定例会別電事要旨が確認された。

ポストアポロ懇談会中間報告について事務局から税明があ

なお・同懇談会の座長は・これまで大野委員であったが♪網

　　圃ビジヨ聴灘の輝につ呼事務局から説明があり・

質疑応答の結果、メ，シバーとして大壁、吉識両委員を迫加ナ

　ることとなり、そめ他については、原案どおり決定された。

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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（4》そ④他　　’

　　・当面の宇宙闘発委員会の活動について事務局から資料の説明

　があり、’以下のような質疑応答があったO

吉　識3参与の任期は？

回忌局凱2種類ある。学識縫験暫は、2年であり、すでに任期切れ

　　　㌔なので発令手続き申，である。

．吉識囎部会楼蝕の研究囲状況のヒツ財に力吻

　　　てはど’うか㌘　　　　’　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ三局駿三会で蘭題点をつめて部会に下ろず即した吐考え

　　　ている。　　・

山県3基本計画はどうなるか？

事務局略省駕ア’ Tングをして醗計画硯熱熾・基本計

　　　乳圃の修正という手順を考えている。

締島嚇本四は、㌔開発綱とは・労力§ち鱒噛院鋸

　　　の致も「ζ潮いなくても良い～＝謙えて箇るが馨嚇か？胴発計画

　　　　　　　　一当　の

山県：こr問題は・ζζで齢に鞭を附謝にい棘㈱

　　　で改あ徽回したい。第一分科錦・信頼性の蘭鰭め

　　　て5月磁終るζとになつでいる幽蝋6月に又ミ，シ轍妙を

　　　’撮「ナの蜘㍗　　　　　　　　・　　　　’　一　一

　　　量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養蟻

一一＿一＿＿＿＿＿＿．⊥．一

事務局3当面第一分科会は信頼性に関する審議の進め方について

　　　検詰るζと撚ってφるので、その繍が爵鱒点で改

　　　めて委融としで鹸討の醐を翻断醜櫛と離て

　　・　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛　∴，蛍

　　　いる。　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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1　概　　要

　1－1　研究目標

　昭和46年度は、昭和45年度に引き続いて照TUL機、遷・超音速機．航空機

の安全性および宇宙技術に関する研究を重要研究目標として研究業務を推進す

る。

　1－2　研究計画の概要

　昭和46年度研究計画は、前記研究目標に基づいて「昭和46年度以降の研究計

画」に沿うとともに、昭和45年度における研究の進捗状況およびその成果なら

びに最近の航空機開発計画および宇宙開発計画の進捗状況等を考慮して策定し

た。

　研究項目総数79・特別研究13（新規2）・経常研究66である。

（1）V／STO：L機に関する研究

　STO：L機の研究については、単発STOL機によるSTOLオペレーシ・ンの

研究を進めるとともに、また、実験用航空機ビーチクラフト式65型（クインエ

ア）を用いて、STOL機の安定操縦特性の解析研究を行なう。

　　VTO：L機の離着陸およびホパリソグ飛行の研究を目的に進めてきたフラ

イングテストベッドによる研究は、45年12月ホバリングに成功し・引き続き本

年度は本格的な自由飛行試験を行なう。

　リフトジェットエンジンについては、軽量化、高温化等の研究を行ない、そ

の性能向上をはかる。

〈主要研究＞

　VTOL機に関する研究 空力特性の研究

V／STOL機の調査研究

ヘリコプタの研究

フライングテストベッドの研究（特別研究）

リフトエンジンの研究
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エンジン制御の研究　（特別研究）

　　STO：L機に関する研究　　　高揚力に関する空力的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　航空機の安定操縦性の研究

　（2）　遷・超音速機に関する研究

　国産機開発の活発化に応じ、設計に役立つ資料を提供するため、塑気力学．

構造強度の分野における研究を進めるが、とくにジェット輸送機の開発に必要

な問題を系統的ならびに重点的に進める。また推進用ジェットエンジンについ

ては・要素の研究を進めるほか，本年度は・通産省における大型工業技術研究開

発（大型プロジェクト）の一つである航空機用ジェットエンジンの研究開発

が具体化したことにともない、当所は、別途定めるところにより所要の研究等

を行なう。

〈主要研究〉

翼に関する研究

フラッタの研究

強度・疲労の研究

推進用エンジン要素の研究

ジェットエンジンの低騒音化の研究

二次元翼型・三次元翼の研究

高レイノルズ数での試験法の研究

フラッタ解析法の研究

空力加熱・耐熱構造・接着構造等の研究

音響疲労の研究　（特別研究）

内部冷却式高温タービンの研究（三男研究）

高圧燃続器等各要素の研究

エンジン消音の研究（特別研究）

一2一

　（3）航空機の安全性に関する研究

　航空機の安全性は、第一に考慮すべき重要問題なので、各分野において不断

の研究を進めるが、本年度は自勤蔚陸ならびに人間工学的な問題について重点

的に研究を進める・

〈主要研究〉

　動的荷重の研究

　自動着陸に関する研究

　航空機の操縦に関する
　　人間工学的研究

　異常航空気象と高度計の
　　関係についての研究

　（4）宇宙技術に関する研究

突風荷重等の研究

自動着陸方式に関する研究（特別研究）

制御における適応性の研究

統合表示法に関する研究　（特別研究）

（特別研究促進調整費関係）

宇宙技術については、わが国の宇宙開発の将来方向を考慮して基礎的・先行

的研究を行なうとともに開発担当機関と密接な連携のもとに開発に直接役立

っ試験研究（支援研究、受託試験）を推進する。

〈主要研究〉

　総合性能の研究

ロケットの空力特性の研究

構造，強度，振動の研究

固体ロケットの推力方向制
　御系の研究

液体ロケットの推力方向制
　御の研究

システムスタディ，研究用ロケット，飛しょう性能

の研究

空力的解析、飛しょう体の運動性能の研究

フラッタの研究，接合部の特性，空力加熱，

振動等の研究

二次噴射等の研究

ジンバル方式の研究
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誘導に関する研究

人工衛星の運動と軌道

　制御に関する研究

固体推薬の研究

固体ロケットエンジンの研究

液体ロケットエンジンの研究

電気推進機の研究

♂誘導用センサ系の高精度化の研究（特別研究）

　軌道推定に関する研究

　誘導制御系のシミュレーシ・・ン等の研究

　衛星の運動・軌道制御等の研究

　衛星の姿勢制御に関する研究

　推進薬の強度に関する研究

　高性能推進薬の研究

・1推力中断の研究　（特別研究）

Vスピン燃焼の研究（特別研究）

　燃焼性能の研究

　高空着火の研究

　超高真空における潤滑の研究

　イオンェンシン系の研究
　　（特別研究促進調整費関係）

（5）基礎・共通的研究．受託研究等

　前述ω～（4）のほか・これらの推進に必要な基礎的共通的な研究についても、そ

の効果等を考慮しつつ計画的に進めう。

　また、受託研究・設備使用等も、前年度に比べ一段と増加することが見込まれ

るので・これらに対しても十分対処しうるよう努める。

　　（昭和46年度依頼試験等予定一覧表参照）
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2．研究施設設備整備計画の概要

〔航空機関係〕

突風二品

突風風胴計測装置

突風風湿実験建屋

突風風胴受電設備

㊨2。q。。♂円（45・46鞭国債）

　　150ρ00（46年度歳出化額）

　　　56700

　　　59，776

　　　12，580

　前年度に着手した突風風胴建設については・実験室・計測装置を含めて・本

年度完成の予定である。

〔宇宙技術関係〕

Vロケットエンジン高空性能試験設備

ロケットエンジン高空性能試験設備建屋

　　　　　　㊨1ρ00ρ00（45・46・47年度国債）

　　500ρ00（46年度歳出化額）

㊨　396ρ00（46・47年度国債）

　　158400

　本試験設備は45年度から3か年計画で角田支所に整備を進めているが、本年

度からは、実験室，建屋等の建設に着手し、それぞれ47年度完成の予定であ

る。
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3．機構および定員

3．1　昭和46年度機構閉

所　　長

空気力学第一・部

課
課
課
鼠
走

務
計
画
力
作

空気力学第一部総括富

非定常空気力学研究牢

空気力学第二部

宛究
〃
〃
〃
〃

研波
層
流
流
流

撃
愚
婦
蔽

衝
境
極
熱
稀
ロケット空気力学〃

極超音速風胴制御〃

　　　〃　　計測〃

空気力学第二部総括雪

空力性能研究室
飛行性能　　〃
器　　材　　　〃

遷音速丁子制御第一研究室

　　　〃　　　第二　〃

吹出式超音速風胴制御研究室

大型低速風胴制御　　　〃

遷音速風胴計測　　　　〃

吹出式超音速風胴計測　〃

大型低速風胴計測　　　〃

低速空力性能　　　　　〃

…二部一
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原　動　機　部

計　　測　　　部

　駁動機総括室

圧儲機研究室

　タービン　〃

　興　列　〃

燃　焼　〃

”，画商　〃

一原動機構造研究室

原動機制御　〃

原動機性能　〃

飛行実験

一新型航空機部

宇宙研究グループ

角　田　支　所

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

下
読
第
面
面
第
第
第
第
節
第
三

機

計算第一研究室

〃　第二　〃

データ処理研究室

人間工学研究室

富
究
室
　
究

　
　
究
〃

揺
究
研
　
究

　
　
一
二

総
研
第
第
研

　
　
御

測
測
制
〃
器

　
　
動

計
計
官
．
機

研究グループ（グループの企画・調整）

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

（総合性能）

（固体ロケットの制御）

（液体ロケットの制御）

（面ケットの運動と制御）

（ロケット・人工衛星の誘導）

（人工衛星の運動と軌道制御）

（人工衛星の姿勢制御）

（宇宙潤滑）

（微小推力エンジン）

（ロケットの空力性能）

（ロケットの構造特性）

管理　課
A1体ロケット研究室

スピン燃焼研究室

液体ロケット研究室

ロケット流体機器研究室

推進薬研究室

ロケットエンジン高空性能試験設備建設準備室

を直離着陸制御研究室

註：［コは新設予定を示す
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3．2　昭和46年度定員

昭和46年度定員予定
部　　　別 計

指 行e 行⇔ 研究職

管　　理　　部 2 70 28 100（104）

空気力学第一一部 1 33 34（35）・

空気力学第二部 1 3 63 67（69）

機　体　第一部 1 1 38 40（41）

機　体　第二部 1 19 20（20）

原　動　機　部 1 62 63（63）

計　　測　　部 8 44 52（52）

飛行実験部 6 11 17（17）

新型航空機部 1 19 20（16）

宇宙研究グループ 1 30 31（31）

角　田　支　所 3 5 33 41（37）

2 94 37 352 485
合　　　計

（1） （95） （42） （347） （485）

註：（　　）は45年度定数

一8一

4，予算の概要

姪、，f宇宙技術研究所に必要な経費 単位千円

区　　分 前年度予算額 46年度予η：額 内　　　　　　　　　　容

驚 1’宙技術研究 ㊨1200ρ00 396000
・厩‘棚な経費 1954β99 2769β03 前年度比較　814，904増

1，人　件　費

G1，一般管理運営

541ユ83

PZ586

636579

Q1232
一般管理費　　　　　　　　　　　　　　　　6』85
｡　　　費　　　　　　　　　　　　　　z911
角田支所運営費　　　　　　　　　　　　　　4728

常繕工事用附帯事務費　　　　　　　　　　　即08

，監，許部門運営費 275211 299P89 人当研究費　　　　　　　　　　　　　　293β13

研究員旅費等　　　　　　　　　　　　　　　6β76

・1，，㌢定装置運営費 526β54 530509 動力燃料費　　　　　　　　　　　　　　　229β89

模型等特定装置維持費　　　　　　　　　　152，128

電子計算機借料　　　　　　　　　　　　　148992

5，受託研究費 16ρ91 19，118

lL特別研究費 310910 314β00 イ，航空技術関係　　　　　　　　　　　　229ρ00

フライングテストベッドの研究　　　　　　70ρ00

エンジン制御の研究　　　　　　　　　25ρ00

内部冷却式高温タービンの研究　　　　　40ρ00

ジェットエンジ幼低騒音化の研究　　　　18ρ00

ジェット輸送機に関する研究　　　　　　31ρ00

自動着陸に関する研究　　　　　　　　25ρ00

ジェット輸送機）操縦室の人間工学的研究20ρ00

ロ，宇宙科学技術関係　　　　　　　　　　85β00

スピン燃焼の研究　　　　　　　　　　　13，900

固体ロケット推力中断の研究　　　　　　17；400

液体ロケットエンジンの研究　　　　　　　41ρ00

誘導用センサ系の高精度化の研究　　　　13ρ00

Z　設　備　費
㊨1200ρ00
@　222700

706700 イ，航空技術関係　　　　　　　　　　　206700

突風響胴，　　　　　　　　　　　　　　150∫）00

突風風勢計測装置　　　　　　　　　　　56700

ロ，宇宙科学技術関係　　　　　　　　　　500ρ00

ロケットエンジン高空性能試験設備　　　　500．000

8．施　設　費 44』6・1 ⑪396ρ00
@　240β76

突風風胴実験建屋，突風風胴受電設備　　　　72・356
@　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　396ρ00ロケット高空性能試験設備建屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　158400

外蹴灯増設工事・一門，囲障取替工車：　　　10．120

一9一



（参　考）

昭和46年度依頼試験等予定一覧表

区　　分 相　　手　　方 研　　究　　題　　　目

依頼試験 防　　　　衛　　　　庁 中型輸送機風胴試験

中型輸送機シミュレーシ・ン試験

超音速高等練習機風胴試験

次期三二機風胴試験
1
：

1

次期二二機シミュレーシ・ン試験ほか

東京大学生産技術研究所 ガスタービン用ロ・一タのスピンテスト 1

受託研究 宇宙開発准業　団 ：LSC　7≠8風胴試験

ジャイロバッケ・・一ジの特性試験

試験用ロケット，Nロ，ケット風胴試験
1

宇宙技術開発に必要左計算
1

三　菱　重　工　業 ターボポンプ要素の研究

富　士　垂　工　業 ヘリコプタ・ロータの空力弾性の研究

設備使用 日本航空機製造 YS・一11A500／600主翼疲労試験

YS－11／11A飛行試験．機能試験 ｝

YX風胴試験

全機高速試験

部分模型試験 一

エンジン空気取入口試験

高速フラッター・試験ほか
1

風胴試験データ処理

石川島播磨重工業 電子機器の高度．温度試験

一10一
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